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[ データ保存 ] にカーソルを合わせて [Enter] キーを押すと保存されます。
データの保存先はSDカード内の「Reports」フォルダです。
※フォルダ内の保存ファイルが増えてくると保存できなくなります。
　　保存された毎にパソコンに移動されることをお勧め致します。

全自己診断の診断結果には車両に記録された故障コードの有無が表示されます。
診断結果一覧で表示されたシステムを個別で選択して [Enter] キーを押すと故障コードが表示されます。

診断結果を印刷する場合は [印刷 ]にカーソルを合わせて [Enter] キーを押します。
※[Enter] キーを押す前にプリンターを接続して電源をONにしておいてください。

自己診断の消去を行う場合は[全自己診断の消去]にカーソルを合わせて[Enter]キーを押します。 自動で各ユニットの故障
コードを消去していきます。 消去が完了すると、一度全自己診断を行い故障コードが消去されたことがわかります。
※故障コードの消去を実行しても故障が発生している場合は故障コードが消えません。 再度適切な修理後に消去を行って
　　ください。

全自己診断結果画面
現在のシステム名や
メッセージが表示され
ます。

診断項目が多い場合に
表示されます。

複数ページになる場合
ここにページ数が表示
されます。上下キーで
ページを送れます。

SD カード内に保存する
場合は「データ保存」、
専用プリンターで印刷
する場合は「印刷」を
選びます。

故障コードの内容が
表示されます。

故障コードが P,B,C,U
の頭文字と 4桁の数
字で表示されます。

故障コードの数が表示
されます。

項目を選択すると文字
が反転します。

車両のイグニッションが ”OFF”である事を確認します。

SSS-αを診断コネクタに接続し、イグニッションを　　　　　　　　に
します。

”ON”
SSS-αが起動してメインメニューが表示
されます。
[診断]を選択して[ENTER]キーを押します。

メーカー選択画面が表示されます。
国産、輸入車、国産トラック、OBDIIいずれかを
選択すると右側にメーカー名が表示されます
ので診断するメーカーを選択します。

診断は以下の手順で操作してください。　　　　

診断ソフトのメインメニューが表示されます。
実施する項目を選択して[ENTER]キーを
押します。

診断するシステムまたは項目を選択して
[ENTER]キーを押します。
※例：全自己診断

「全自己診断」は車両に搭載されている全て
のシステムの故障コードを自動で検出します。

注意 診断を終了する場合は「メーカー選択」画面まで戻り（EXIT）、イグニッションをOFF にして S S S - αを取外してください。

注意 診断が正常に行えない場合はコネクターの接続やイグニッションが ON であるか確認してください。　

画面説明画面説明

診断方法診断方法

診断結果の表示・印刷・保存・消去診断結果の表示・印刷・保存・消去

Step1

Step5

Step2 Step3 Step4

Step6 Step7 Step8
[車種選択]画面では診断する車種を選択して[ENTER]キーを
押します。その後「ブランド」-「車名」-「車型」-「エンジン型式」-
「オプション」などを選択します。
※メーカーにより選択項目は異なります。

診断結果 印刷

データ保存 全自己診断の消去
故障コード表示画面

車種選択画面が表示されます。
「自動検出」または「手動選択」を選択して
[ENTER]キーを押します。

故障コードの消去はイグニッション “ON” で
行ってください。
（エンジン動作状態では故障コードが消去できない場合が
　あります。）

診断時は基本的にイグニッション“ON” の状態で診断を行ってください。SSS-α
クイックスタートガイド
SSS-α
クイックスタートガイド

データ保存・印刷

ページ数

故障コード内容

故障コード

故障コード数

選択カーソル

ページカーソル

タイトル

※例：トヨタ
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